
12
月
10
日
㈯
に
、
第
３
回
山
口
県

商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
会

議
並
び
に
担
当
者
会
議
が
山
口
市
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
会
議
で
は
、
県
青
連
事
業
報

告
、
今
後
の
事
業
日
程
、
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
事
業
報
告
、
次
年
度
会
長
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

別
会
場
で
行
わ
れ
て
い
た
担
当
者

会
議
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
各

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
組
織
、
運
営
の
紹
介
、
活

動
状
況
等
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
親
睦
ゲ

ー
ム
も
行
わ
れ
、
又
一
段
と
親
交
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。宮

崎
　
滋
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人
と
人
と
の
繋
が
り
、
人
に
対
す

る
思
い
、
恋
人
、
夫
婦
、
片
想
い
、

昔
の
恋
、
青
年
部
、
自
分
の
気
持
ち

を
振
り
返
り
、
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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２
０
１
２
年
、
新
た
な
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
被
災
地
の

１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。昨

年
は
震
災
の
み
な
ら
ず
、
節
電
・

円
高
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
が
ら

も
、
多
く
の
企
業
が
努
力
を
重
ね
事
業

を
さ
れ
て
い
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。

我
々
青
年
部
と
し
ま
し
て
も
、
今
自
分

達
に
何
が
出
来
る
の
か
？
今
ま
で
以
上

に
考
え
な
が
ら
活
動
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
関
係
者
各
位
・
会
員
一

人
一
人
の
ご
協
力
に
よ
り
各
事
業
、
円

滑
か
つ
盛
況
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
は
青
年
部
一
同
、
よ
り
沢
山
の

事
を
学
び
、
志
を
持
っ
た
行
動
で
様
々

な
事
に
挑
戦
を
し
、
希
望
・
思
い
が
伝

わ
る
年
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
日

本
中
が
更
に
伸
び
ゆ
く
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
、
ま
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。




